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１．はじめに 

本展望では，2019 年度（2019 年）に発表された油圧分野における国内外の研究活動を略筆する．本来は，

連関するすべての定期刊行物ならびに学術講演会等を網羅して，それらの文献や発表の要約を記すべきであ

ろうが，紙面等の都合上，各内容は各原典や本学会誌の報告記事に譲り，全体を広く浅く捉えて概観を述べ

る． 

２．学術刊行物 

当該年度の本学会論文集には，油圧システムの同定 1)や解析 2)，計測 3)，設計 4)に関する論文が掲載された

（英文誌「JFPS International Journal of Fluid Power System」には収録なし）．本誌では，「油圧ポンプの関連技

術動向」や「ロボットに役立つフルードパワーの要素技術」などの特集号が組まれた．前者ではピストン 5-6)，

ベーン 7)，歯車 8)の各型式の特徴，シミュレーション 9)，作動油 10)の各論を含む，油圧ポンプの基礎 11)から油

圧系の応用例 12)までの幅広い記事が，後者では油圧技術のロボットへの活用 13)に関する解説が掲載された． 

International Journal of Fluid Power には，ポンプ要素 14-16)や応用機器 17-18)，バルブのレビュー19)や開発 20-21)，

シリンダ要素 22)やアクチュエータの制御 23)や設計 24)，システムの制御 25-26)や最適化 27-28)に関する論文が掲載

された．他の関連学術雑誌としては，米国機械学会（ASME）が発行する Journal of Dynamic Systems, 

Measurement, and Control，Journal of Fluids Engineering，Journal of Tribology，英国機械学会（IMechE）の

Journal of Mechanical Engineering Science，Journal of Systems and Control Engineering，米国試験材料協会

（ASTM）の Materials Performance and Characterization，International Journal of Hydromechatronics などを

はじめ数多あるが，本報では略す．海外における基礎研究の根強さや応用分野の幅広さが注目される． 

３． 学術講演会 

2019 年 5 月 30～31 日に東京で 2019 年春季フルードパワーシステム講演会 29)が，11 月 21～22 日に富山で

2019 年秋季フルードパワーシステム講演会 30)が開催された．油圧関連の発表内容は，基礎から応用，流体力

学系から制御系までにわたり，件数を数えると，春季で 8 件（全体の 30%），秋季で 10 件（同 20%）であっ

た． 

油圧分野の発表を含む主な国内講演会としては，2019 年 4 月 24～27 日（鹿児島）の第 8 回日韓機素潤滑

設計生産国際会議（ICMDT2019）31)，5 月 22～24 日（東京）の第 31 回「電磁力関連のダイナミクス」シン

ポジウム 32），6 月 5～8 日（広島）のロボティクス・メカトロニクス講演会 201933)，9 月 8～11 日（秋田）の

日本機械学会 2019 年度年次大会 34），10 月 31 日（東京）の計測自動制御学会・流動計測制御シンポジウム 35）

などが開かれた．12 月 4～6 日（高知）の第 16 回「運動と振動の制御（MoViC2019）」ではシンポジウム「フ

ルードパワーの基礎と応用」36) で油圧回路のシミュレーション，ポンプや作動油の特性計測が発表された． 

海外では，2019 年 4 月 10 日〜13 日，中国の武漢にて The 8th International Conference on Fluid Power and 

Mechatronics (FPM2019) 37)が，11 月 8 日～10 日，嘉興にて The 20th International Conference of Fluid Power and 

Mechatronic Control Engineering (ICFPMCE 2019)などが開催された．後者では，Vacca 先生による電気油圧駆動

システムや風間によるキャビテーション壊食に関する特別講演などがあった．その他，5 月 22 日～24 日（フィ

ンランド，タンベレ）の SICFP1938），5 月 27 日～30 日（イタリア、ナポリ）の FLUCOME201939），10 月 7
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日～9 日（米国フロリダ）の FPMC201940），11 月 6 日～8 日（仙台）の ICFD201941）などが開催された．国内

に比して，国外の油圧領域に対する研究には堅調な感がある．詳細は参加者による各記事を参照いただきた

い． 
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